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飲料総合専門誌ならではの、プロフェッショナルな情報をお届けします

1978年創刊。
自社取材記者が独自の視点で
飲料業界の専門的な
情報を報道する
飲料総合専門誌 ビバリッジ ジャパン
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みなさまのお役に立つ情報を掲載しています

特集／特別企画

NEW PRODUCTS

毎月発売される清涼飲料、
アルコール飲料各メーカーの
詳細な新製品情報と解説。

最新の技術、充填ラインや
製造工場を詳細にリポート。
最新の飲料原料事情や技術・機器、
展示会レポートなどを掲載。

海外の飲料最新事情・原料等の
リポートを現地取材し掲載。
海外の飲料ニュースは毎号掲載。
英国「FoodBev Magazine」誌
の翻訳記事も毎号掲載。

主要各社の単月のトピックスや
マーケティングなどのテーマに
沿った市場リポートを毎月連載。

飲料産業関連のニュースの紹介
と解説を毎月掲載。
飲料関連20種以上の最新統計
資料も掲載。

容器、原料素材、市場動向などを
飲料の総合的な視点から、
製品開発・マーケティング等に
役立つ特集を毎号掲載。

製造技術・素材・
工場リポート

統計資料・
産業ニュース

海外事情

市場リポート

飲料産業に関わるすべての方へ。

創刊41年のビバリッジジャパンは、飲料産業に関わる幅広い内容を

総合的に取り扱う飲料総合専門の月刊誌です。

対象分野は炭酸飲料、果実・野菜系飲料、茶系飲料、コーヒー飲料、

スポーツ・機能性飲料をはじめとする各種清涼飲料水、ミネラルウォー

ター類、牛乳・乳飲料類のほか、ビール系飲料、チューハイをはじめと

するアルコール飲料等です。

また購読者は飲料メーカーをはじめ、パッカー、原材料、香料、添加物、

プラントエンジニアリング、製造機器、容器包装、リサイクルなど関連

産業、商社、官公庁、シンクタンク、証券会社などとなっています。

弊誌は、飲料産業に関わるみなさまのお役に立つ情報を編集方針とし

て掲げております。そのため、長年の取材経験をもとに一般ビジネス誌

よりも飲料の専門的な情報を豊富に掲載しております。

この機会に、ぜひご購読をご検討ください。

まずは、このダイジェスト版をご覧ください。

少しでも気になりましたら、お気軽に本誌見本誌をご請求ください。
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見本誌１冊差し上げます。お申し込みはこちらから→
http://www.beverage-j.co.jp/dj_mihon.html
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製品の容器形状や容量などのバリエーション、価格、販売地域といった基本情報から

開発背景、新容器についての解説、原料、栄養成分表記なども掲載。

毎月の飲料市場状況を迅速に

お伝えします。主要各社の単月のトピックスや
マーケティングなどのテーマに
沿った市場リポートを毎月連載。

市場リポート NEW PRODUCTS

毎月発売される清涼飲料、
アルコール飲料各メーカーの
詳細な新製品情報と解説

見本誌１冊差し上げます。お申し込みはこちらから→
http://www.beverage-j.co.jp/dj_mihon.html4 5
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　ハウスウェルネスフーズは，「パー
フェクトビタミン １日分のビタミン
ゼリー マスカット味」を新発売したほ
か，「C1000 ビタミンレモンゼリー」
「メガシャキ」をリニューアルした。
またハウス食品は「Training Support 
HMB Jelly」を新発売した。すべて全
国発売。
▶「パーフェクトビタミン １日分のビ
タミンゼリー マスカット味」は，パウ
チ容器を採用したマスカット果汁入り
のゼリー飲料。中身はビタミン全13種
類を栄養素等表示基準値（2015）に基
づき１日分配合している。果汁10％未
満。栄養機能食品（ビオチン）。内容
量180g，口栓付きパウチ，税別190円。
３月５日発売。
▶「C1000 ビタミンレモンゼリー」の
中身・パッケージデザインをリニュー
アルした。果汁分を10％に引き上げて
レモンの果実感を高めたほか，クエン
酸1,000mgを新たに配合した。パッケ

ハウス食品グループ

ビタミン配合のパウチ入りゼリー飲料ほか

クチナシ色素，V.B1，V.A，V.B6 ，V.B2 ，葉酸，V.K，
ビオチン，V.D，V.B12。180gあたりエネルギー110
kcal，たんぱく質０g，脂質０g，炭水化物28g，食塩
相当量0.28g，ビタミンＡ770μg，ビタミンＢ1 1.2～
3.0mg，ビタミンＢ2 1.4mg，ビタミンＢ61.3mg，ビ
タミンＢ12 2.4～11.7μg，ビタミンＣ100～300mg，
ビタミンＤ5.5μg，ビタミンＥ6.3mg，ビタミンＫ
150μg，ナイアシン13mg，パントテン酸4.8～27.7
mg，葉酸240～710μg，ビオチン50μg。【C1000 ビ
タミンレモンゼリー】品名表記：10％レモン果汁
入り飲料（ゼリー飲料）。原材料表記：糖類（果糖ぶ
どう糖液糖，砂糖），レモン，寒天／ビタミンＣ，ゲル
化剤（増粘多糖類），乳酸カルシウム，酸味料，塩化
カリウム，ベニバナ黄色素，香料。180gあたりエネ
ルギー100kcal，たんぱく質０g，脂質０g，炭水化物
25g，食塩相当量0.45g，カルシウム60mg，ビタミン
Ｃ1,000mg，クエン酸1,000mg。【メガシャキ】品名
表記：炭酸飲料。原材料表記：果糖ぶどう糖液糖，
酵母エキス／酸味料，アルギニン，炭酸，カフェイン，
甘味料（アセスルファムＫ，アスパルテーム・L－フ
ェニルアラニン化合物），酸化防止剤（酵素処理ル
チン），ナイアシン，増粘剤（キサンタンガム），乳化
剤，香料，香辛料抽出物，ビタミンＢ1，ビタミンＢ6。
100mlあたりエネルギー 37kcal，たんぱく質1.2g，
脂質０g，炭水化物8.0g，食塩相当量０g，ビタミン
Ｂ1 3.0mg，ビタミンＢ6 2.0mg，ナイアシン20mg，ア
ルギニン500mg。【Training Support HMB Jelly グ
レープフルーツ風味】品名表記：清涼飲料水（ゼリ
ー飲料）。原材料表記：グレープフルーツ果汁，乳
清たん白，エリスリトール，HMB－Ca（β－ヒドロキ
シ－β－メチル酪酸カルシウム）／酸味料，ゲル化剤
（増粘多糖類，寒天），pH調整剤，V.C，甘味料（アス
パルテーム・L－フェニルアラニン化合物，アセス
ルファムＫ），セルロース，香料，カラメル色素，ポ
リグルタミン酸，シリコーン，V.B6 ，V.B2 ，V.B1 ，
（一部に乳成分を含む）。120gあたりエネルギー
19kcal，たんぱく質1.0g，脂質０g，炭水化物4.9g，
食塩相当量0.12g，カルシウム100mg，V.B1 0.33mg，
V.B2 0.40mg，V.B6 0.40mg，V.C100mg，HMB600
mg。【Training Support HMB Jelly ミックスベリ
ー風味】品名表記：清涼飲料水（ゼリー飲料）。原材
料表記：エリスリトール，乳清たん白，カシス果汁，
HMB－Ca（β－ヒドロキシ－β－メチル酪酸カルシウ
ム）／酸味料，ゲル化剤（増粘多糖類，寒天），pH調
整剤，V.C，甘味料（アセスルファムＫ，アスパルテ
ーム・L－フェニルアラニン化合物），セルロース，香
料，カラメル色素，ポリグルタミン酸，シリコーン，着
色料（くちなし，野菜色素），V.B6 ，V.B2 ，V.B1 ，（一
部に乳成分を含む）。120gあたりエネルギー19kcal，
たんぱく質1.0g，脂質０g，炭水化物5.3g，食塩相当
量0.11g，カルシウム100mg，V.B1 0.33mg，V.B2
0.40mg，V.B6 0.40mg，V.C100mg，HMB600mg。

　黄桜は，「抹茶あまざけ Sparkling」
（内容量140g，ワンウェイ透明ガラス
びん，税別160円）を３
月15日から全国で新発
売した。
　同品は，国産米を日
本酒の仕込みに使用す
る米麹（国産米使用）
で糖化した甘酒に，国
産抹茶を加えて微炭酸
に仕上げたもの。アルコール分０％。
ターゲットは20～30代女性。容器は日
本山村硝子，アルミPPキャップは日
本クロージャーが供給。

《製 品 情 報》

【抹茶あまざけ Sparkling】品名表記：清涼飲料水 
甘酒。原材料表記：米（国産），米麹（国産米），抹茶
／酸味料，香料，炭酸ガス。100gあたり熱量70kcal，
たんぱく質1.0g，脂質0.2g，炭水化物16.1g，食塩相
当量0.0g。

黄桜

抹茶味の炭酸入り甘酒

ージはレモンのイラストを中心に配し，
おいしさとみずみずしさを表現したと
いう。内容量180g，口栓付きパウチ，
税別180円。２月26日発売。
▶「メガシャキ」は，香辛料抽出物（シ
ョウガ，トウガラシ，サンショウ）と
カフェイン，アルギニン，ビタミンＢ
群３種を使用したジンジャーレモン味
の炭酸飲料。今回のリニューアルでは，
レモンの風味を高めるとともに後味を
すっきりとさせた。また，成分強化タ
イプの「メガシャキＶ」はパッケージ
デザインをリニューアルした。ともに
無果汁。内容量100ml，２Pアルミボ
トル缶（大和製罐供給）入り。価格は
オープン。３月５日発売。
▶「Training Support HMB Jelly」は，
HMB（β－ヒドロキシ－β－メチル酪酸）
を配合したゼリー飲料で，家庭用医薬
品卸の大木（東京都文京区）との共同
開発品。ラインアップは「グレープフ
ルーツ風味」「ミックスベリー風味」
の２種類で，20～40代女性の運動によ
る体型維持を訴求する。
　HMBとは，必須アミノ酸のロイシ
ンを摂取すると体内でごく少量生成さ
れる成分で，同品１本あたり600mg
配合している。また乳清タンパク１g，
カルシウム100mg，ビタミンＢ1・Ｂ2・
Ｂ6，ビタミンＣを配合した。内容量
120g，口栓付きパウチ入り。価格は
オープン。２月19日からドラッグスト
ア，量販店等で発売。

《製 品 情 報》

【パーフェクトビタミン １日分のビタミンゼリー 
マスカット味】品名表記：清涼飲料水（ゼリー飲
料）。原材料表記：糖類（砂糖・異性化液糖，砂糖），
マスカット果汁，クリーミングパウダー／酸味料，
ゲル化剤（増粘多糖類），乳酸カルシウム，V.C，塩
化カリウム，香料，パントテン酸Ca，ナイアシン，V.E，
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缶」に季節限定フレーバーを追加する。
いずれも全国発売。
▶「－196℃ ストロングゼロ〈ドライ・
ザ・シャープ〉」はドライタイプ初の限
定フレーバーで，新たにジンを配合す
るとともに炭酸ガス圧を高め，より力
強い飲みごたえと爽快感を実現したと
いう。また，柑橘ポリフェノールの配
合量を増やすことで後味のキレを強化
したという。ライム浸漬酒使用。アル
コール分９％。糖類・プリン体はゼロ。
品目はスピリッツ（発泡性）①。容器容
量は340ml缶（税別141円）と490ml缶
（同191円）。７月10日発売。

▶「－196℃ ストロングゼロ」は，夏
季限定フレーバー〈マンゴーダブル〉
〈まるごと青りんご〉を発売する。とも
にアルコール分９％。糖類・プリン体
はゼロ。品目はスピリッツ（発泡性）①。
容器容量は350ml缶（税別141円）と
500ml缶（同191円）。
▷〈マンゴーダブル〉はマンゴーの浸
漬酒と果汁（0.8％）を使用した。６月
19日発売。
▷〈まるごと青りんご〉は昨年に続い
て投入する限定フレーバーで，青リン
ゴの浸漬酒と果汁（2.7％）を使用した。
６月26日発売。
▶「ほろよい」は夏季限定フレーバー
〈冷やしパイン〉〈塩すいか〉を７月３
日から発売する。ともに果汁分は１％。
アルコール分３％。品目はリキュール
（発泡性）①。350ml缶入り，税別141円。
なお，同品の発売に合わせ，既存フレ
ーバーが入った「アソート６缶パッ
ク」を限定発売する。
▶「こくしぼりプレミアム〈香り柚

　2018年も低アルコール飲料市場の拡
大が続いている。こうしたなか，酒類
各社では最需要期に向けて主力ブラン
ドの限定品を相次いで投入しており，
市場のさらなる拡大をめざしている。

●サントリースピリッツ
　サントリースピリッツは，「－196℃ 
ストロングゼロ」「ほろよい」「こくし
ぼりプレミアム」「トリスハイボール

低アルコール飲料

限定品の投入で市場のさらなる拡大を図る

子〉」は昨年に続いて投入する夏季限
定フレーバーで，ユズの浸漬酒と果汁
（11％）を使用し，さらに隠し味として
本格焼酎を加えた。アルコール分６％。
品目はリキュール（発泡性）①。350ml
缶入り，税別170円。６月26日から夏
季限定発売。
▶「トリスハイボール缶〈レモン＆ラ

　宝酒造は，「特撰松竹梅」に新製品３
品を投入し，「夏の辛口」をリニューア
ルした。いずれも全国発売。
▶「特撰松竹梅」は，貯蔵前に１度だ
け火入れした生詰め３品を発売した。
いずれもアルコール分14.0度以上15.0
度未満。品目は清酒。容器は500mlガ
ラスびん。５月15日から季節限定発売。
▷「純米大吟醸 生詰め」は，上品な吟

醸香とやわらかな味わい
が特徴。精米歩合45％。
日本酒度±０，酸度1.3。
税別900円。
▷「大吟醸 生詰め」は，
フルーティーな吟醸香と
すっきりとした味わいが
特徴。精米歩合50％。日
本酒度＋１，酸度1.0。
税別842円。
▷「特別純米 生詰め」は，

米の風味と旨味の豊かな味わいが特徴。
精米歩合60％。日本酒度＋２，酸度
1.5。税別780円。
▶「夏の辛口」は，
夏季限定で投入する
冷酒向けの清酒。昨
年発売品の後味やキ
レを改良して，飲み
やすい辛口の味わい
にリニューアルした。
アルコール分13.0度
以上14.0度未満。日
本酒度＋５，酸度1.2。
1.8L口栓付き屋根型
紙容器入り，税別
1,360円。５月８日発売。

宝酒造

生詰めなど季節限定清酒

　秋田県醗酵工業は，「そふと新光 レ
モン酎ハイ用」を新発売した。また合
同酒精は，「ヴィノタス」に容器追加を
行なった。ともに全国発売。
▶「そふと新光 レモン酎ハイ用」は，
柔らかな口当たりの
甲類焼酎「そふと新
光」をベースに酒粕
焼酎「ブラックスト
ーン」の長期貯蔵原
酒をブレンドするこ
とで，コクとまろや
かさを高めるととも
にレモンの風味が引
き立つように仕立て
たという。アルコー
ル分25％。品目は焼
酎甲類乙類混和。
1.8L口栓付き屋根型紙容器入り，税別
1,480円。５月１日発売。

▶「ヴィノタス」は，
オーストラリア産ワイ
ンに機能性素材を加え
たシリーズ。今回は３
月に1.8L紙容器で発売
したポリフェノール入
り〈赤〉と有機酸入り

〈白〉に飲み切りサイズの180mlカップ
型ガラスびんを追加した。アルコール
分８％。品目は果実酒。税別240円。
４月24日発売。

オエノングループ

レモン酎ハイ専用焼酎など

→

清涼飲料の新製品紹介見本
2018年４月号(No.435)より

アルコール飲料の新製品紹介見本
2018年６月号（No.437）より

見本誌１冊差し上げます。お申し込みはこちらから→
http://www.beverage-j.co.jp/dj_mihon.html6 7



特集／特別企画

容器、原料素材、市場動向などを
飲料の総合的な視点から、
製品開発・マーケティング等に
役立つ特集を毎号掲載。

PETボトル
PETボトルの新時代，その方向性
PETボトルリサイクルに迫り来る新たな課題
変革を始めたPETボトル飲料製造システム

紙 容 器
進化が続く紙容器，その価値向上への取り組み

缶飲料市場
ボトル缶に寄せる期待と缶飲料市場ガラスびん

ガラスの特性をどのように活かすか？

フルーツ・野菜ジュース
果汁・野菜汁と健康志向

飲料の新製品開発ー香料，食品素材，添加物
製品開発が飲料産業のさらなる進化を促す

最新の水処理技術
水使用量や排水量の削減に寄与する水処理システム

機能性飲料と機能性素材
健康機能性の訴求は，飲料市場の拡大に貢献していくか？

ビール系飲料市場
13年連続で前年割れが続くビール市場と未来への処方箋とは

2017年清涼飲料市場と2018年の戦略
天気に翻弄された2017年，いかにして安定した成長を手に入れるか？

2017年の清涼飲料市場を見通す
成長か？停滞か？揺れる2017年飲料市場

宅配水とミネラルウォーター，フレーバーウォーター 
水市場の成長とブランディング

市 場 動 向

原 料・素 材・
技 術

容 器

精力的な取材をもとに、豊富な図表や資料を使用し特集を組んでいます。

2017年～2018年に好評をいただいた例です。

市場リポート・単月トピックス見本
2018年５月号(No.436)より
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主要カテゴリー別動向

　2017年は無糖茶飲料と野菜系飲料が
好調に推移し，炭酸飲料と果実飲料は
前年並みを維持できた。
　一方で，大規模カテゴリーのコーヒ
ー系飲料とミネラルウォーターが減少
した。このほか紅茶飲料とスポーツ・
機能性飲料が前年割れとなった。
▶炭酸飲料は前年並みと推定される。
コカ・コーラ「コカ・コーラ」「ファン
タ」やサントリー食品「デカビタＣ」，
大塚食品「マッチ」は好調だったが，
アサヒ飲料「三ツ矢」，キリンビバレ
ッジ「メッツ」は前年割れとなり，明
暗が分かれた。近年に成長が続いてい
る炭酸水は2017年も引き続き好調で，
2018年の炭酸飲料カテゴリーのカギを
握る。
▷コーラ飲料は，コカ・コーラが展開
する全世界共通の“ワンブランド”戦
略や絶え間ない販促等が奏功し活性化
した。またトクホ「コカ・コーラ プラ
ス」の新発売も寄与し，その影響はト
クホコーラで老舗となるキリンビバレ
ッジ「メッツ コーラ」にも及び，相乗
効果で伸長した。一方で，サントリー
食品「PEPSI」は苦戦し大幅減となっ
ている。
▷炭酸水は，アサヒ飲料「ウィルキン
ソン」が２割増と好調。直接飲用を訴
求し，カテゴリーリーダーになってい
る。
　今年はコカ・コーラが「ザ・タンサ
ン」を立ち上げてシェア奪取を狙う。
またアサヒ飲料は「三ツ矢 グリーンス
パークリングウォーター」，サントリ
ー食品は「スターバックス スパークリ
ング」など，知名度の高いブランドか
ら続々と派生品が投入される予定で激
戦は必至だ。そのため「ウィルキンソ
ン」の動向が注目されるが，今年は新
製品「タンサン ドライ」の投入や容器
追加などを予定している。
▶無糖茶飲料は，３％増になったと見
られる。
▷緑茶飲料は１％増と推定される。
2016年にキリンビバレッジ「生茶」の
リニューアルが成功したことで緑茶飲
料市場が一気に活性化し，昨年は各社

▷ウーロン茶飲料は３％の減少と見ら
れる。このカテゴリーは話題性に乏し
く課題だった。昨年はサントリー食品
が「烏龍茶」を全面刷新し，コカ・コー
ラが新製品の「熟成烏龍茶 つむぎ」を
投入した。こうした活性化策にもかか
わらず，市場は下げ止まりには至って
いない。
▶コーヒー系飲料は１％減となったよ
うだ。各社の屋台骨であるSOT缶の
減少が想定以上だった。また近年の牽
引役であるボトル缶は，各社の製品投
入が一段落したことで成長が鈍化した
ようだ。
　一方で，昨年はサントリー食品の
PETボトル入り「クラフトボス」が，
女性や若者など新規ユーザーの獲得に
成功し1,000万函超の大ヒット製品と

なった。同品はコーヒー飲料の新しい
可能性を示唆しているが，はたして競
合他社がどのように解釈し，製品投入
を行なうのか注目したい。今年は伊藤
園が昨年10月発売の「タリーズコーヒ
ー スムース ブラック ミディアム」の
後継品を投入し，ダイドードリンコは
３月に「ダイドーブレンド グッドワー
クブレンド」を発売する。このほか
UCC上島珈琲が新製品投入を予定し
ている。
▶紅茶飲料は１％減と推定される。ト
ップブランドのキリンビバレッジ「午
後の紅茶」は盤石であったが，追随す
るブランドが不在であるため，活性化
が難しい。
　それでも昨年はUCC上島珈琲が新
ブランド「紅茶の時間」を投入してい

る。またサントリー食品はフレーバー
ウォーターの「天然水 プレミアムモー
ニングティー」で水市場と紅茶飲料市
場のクロスオーバーを狙った。今年は
コカ・コーラが新機軸の製品投入を予
定しているという。
▶野菜系飲料は，６％増と見られる。
スムージーが牽引役となり，PB・NB
ともに製品数が増えて好調だった。ま
た昨年は販売チャネルがCVSから量
販店にも拡大したことで，ユーザーの
裾野が広がった。特にカゴメ「野菜生
活100 Smoothie」「GREENS」や雪印
メグミルク「Dole SMOOTHIE」が好
調だったという。今年はキリン・トロ
ピカーナが「フルーツ＋ベジタブル」
で市場参入しており，さらなる活性化
が期待される。

 表１　2017年カテゴリー別 容器別 新発売品点数   
缶

ガラス
びん

P　E　T 紙　容　器
その他
の容器

新発売品合計 2016年
新発売品
合計

190
185～195

ml/g

350
340～355

ml/g
他

ボトル
缶

計 ～
280ml/g

～
400ml/g

～
600ml/g

～
1500ml/g

1501ml
～ 計 ～

200ml/g
～
500ml/g

501ml/g
～ 計

内リニュ
ーアル品

炭酸飲料 19 9 37 24 89 13 7 6 114 38 2 167 0 0 0 0 0 269 118 245 

果実飲料 1 1 9 7 18 4 17 13 31 21 0 82 40 27 11 78 11 193 76 212 

低果汁入り飲料 (1～10%未満) 0 1 0 4 5 0 11 5 31 1 0 48 2 1 1 4 2 59 11 47 

野菜系飲料 9 1 2 0 12 0 15 0 2 15 0 32 63 4 11 78 2 124 41 111 

野菜飲料 9 1 2 0 12 0 15 0 2 15 0 32 46 3 4 53 2 99 41 104 

豆乳・大豆飲料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 1 7 25 0 25 0 7 

コーヒー系飲料 48 0 22 42 112 0 7 1 15 4 0 27 6 0 0 6 0 145 77 139 

茶系飲料 9 6 7 6 28 3 38 38 144 28 25 273 3 18 10 31 0 335 188 304 

紅茶飲料 1 0 1 4 6 0 7 5 23 7 1 43 0 11 6 17 0 66 18 71 

日本茶飲料 (麦茶含む) 6 4 4 1 15 2 22 25 70 14 16 147 2 5 2 9 0 173 116 147 

ブレンド茶飲料 0 1 1 1 3 0 5 5 22 5 4 41 0 2 1 3 0 47 25 52 

その他の茶系飲料 2 1 1 0 4 1 4 3 29 2 4 42 1 0 1 2 0 49 29 34 

ミネラルウォーター類 0 0 0 0 0 1 2 4 5 3 2 16 0 0 0 0 0 17 8 17 

スポーツ・機能性飲料 0 1 4 4 9 5 4 1 19 2 5 31 6 0 1 7 15 67 26 66 

乳性飲料 0 1 3 1 5 0 9 0 15 6 0 30 10 2 9 21 4 60 24 47 

牛乳・乳飲料類 4 0 0 4 8 0 4 0 0 0 0 4 48 28 5 81 108 201 56 211 

その他の清涼飲料 17 0 3 6 26 4 2 3 7 0 0 12 25 0 9 34 2 78 21 77 

新発売品合計 107 20 87 98 312 30 116 71 383 118 34 722 203 80 57 340 144 1,548 646 

内リニューアル品 45 16 64 45 170 13 52 34 146 65 24 321 64 29 20 113 29 646 

2016年新発売品合計 84 20 67 96 267 29 115 75 353 117 33 693 167 110 52 329 158 1,476 

集計期間：2017年1月1日～12月31日 ビバリッジ ジャパン調

が激しく競合した。伊藤園「お～いお
茶」やサントリー食品「伊右衛門」，コ
カ・コーラ「綾鷹」は，新形状のPET
ボトルを主力容器に採用して対抗した。
さらに伊藤園「氷水出し 抹茶入り お
～いお茶」やコカ・コーラ「綾鷹 にご
りほのか」といった，苦味を抑えた味
わいの製品が若者から支持され，新市
場への期待感が高まっている。市場規
模は過去最大だった2005年に肉薄して
おり，今年は更新が期待されている。
▷ブレンド茶と麦茶飲料は明暗が分か
れた。
　ブレンド茶は，アサヒ飲料「十六茶」
は緑茶飲料の活性化から売り場が縮小
して苦戦。しかしコカ・コーラ「爽健
美茶」は新製品「健康素材の麦茶」が上
乗せになり，長いトンネルを脱したよ

うだ。また「からだ巡茶 アドバンス」
とともに機能性表示食品も差別化に寄
与したという。
　麦茶飲料は，伊藤園「健康ミネラル
むぎ茶」とサントリー食品「GREEN 
DA・KA・RA やさしい麦茶」がともに
好調。通年化やカフェインゼロが奏功
している。昨年は伊藤園がラベルや包
材に乳児用規格適用食品のロゴマーク
を掲示したほか，今年は２月にサント
リー食品がアレルゲンフリーにリニュ
ーアルし，ともに安心感を高めている。
▷今年はほうじ茶飲料の市場活況が予
想される。市場規模は，この10年で約
５倍に拡大したと推定され，各社が将
来性に注目している。焙煎香や穏やか
な味わいだけではなく，スイーツへの
利用などの話題性も背景とされている。

主要カテゴリー別動向

2017年は無糖茶飲料と野菜系飲料が

主要カテゴリー別動向
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スペインの果汁産業を探る（1）（2）
（1）MIGUEL PARRA E HIJOS, S.A.

（2）JULIAN SOLER S.A.

海外リポート

世界の飲料事情・製品・素材素材・技術など
毎月、世界の飲料関連情報を翻訳、ご紹介しています。

drinktec 2017
世界最大の飲料産業展が魅せる未来

ASEAN Report フィリピン
日本の飲料産業の進出条件とは？

Austria Juice
欧州最大級の果汁メーカーからの新提案

ASEANリポート
ASEAN全域を視野に入れた東洋製罐のグループ事業
タイの飲料産業事情

International
News

英国「FoodBev Magazine」誌との
提携による相互記事
世界の新製品の付加価値化事情

World Beverage Innovation  Awards @ drinktec

嗜好の細分化にいかに対応するか？

安全・健康需要で伸長する有機製品　など

News From
U.K.

一般ビジネス誌ではあまり取り上げられない、アジア、ヨーロッパを

中心とした現地の飲料事情や原料産地などを取材、リポートしています。

また日本企業の取り組みなどもご紹介しています。

最近ご好評をいただいた、海外独自取材のリポート

海外の飲料最新事情・原料等の
リポートを現地取材し掲載。
海外の飲料ニュースは毎号掲載。
英国「FoodBev Magazine」誌
の翻訳記事も毎号掲載。

海外事情

見本誌１冊差し上げます。お申し込みはこちらから→
http://www.beverage-j.co.jp/dj_mihon.html
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《南米ボトラーが最新の冷却システムを導入》
　ブラジルのCoca－Cola Andina社は南米を管轄するボト
ラーで，ブラジルのほかチリ，アルゼンチン，パラグアイ
に計11工場を構えている。このうちブラジル・リオデジャ
ネイロの工場では，最先端のシステムを導入しており，炭
酸飲料やミネラルウォーターの需要増大に対応している。
　同工場では，３段階の生産拡張計画に基づき，製造ライ
ンのスピードや柔軟性，原価管理精度の向上などを図って
いる。第１段階としてはドイツKrones社の高速製造ライ
ンなど３ラインを導入して年間40万klの生産目標を掲げた。
また，イタリアFrigel社の「Ecodry System」を冷却システ
ムに採用した。これは屋外設置用の断熱冷却装置「Ecodry」，
製造プロセスごとに設置する多段冷却装置「MultiStage」，
単段冷却装置「Microgel」で構成されており，各プロセス
と同期して稼働する“シンクロナイズド冷却システム”を
全体で構築している。いずれも製品の状態に応じて適切な
冷却を行ない，生産性の向上に寄与するという。
　同工場では，３ラインにそれぞれ異なる処理能力の

《高遮光性のシュリンクフィルム》
　ドイツのKlöckner Pentaplast社は，プラスチックフィ
ルムを世界展開しており，シュリンクフィルムの最新作と
して「Pentalabel eklipse」を発売している。同品は高い遮
光性，伸縮率を備えたフィルムで，光透過率は１％未満だ
という。容器自体にバリア性能を付与する必要がなくなる
ため，顧客の費用対効果や製造効率の向上にも寄与すると
いう。同フィルムによって，製品の保存可能期間が延長で
き，ビタミンの保護，変色・風味劣化の防止が図れるという。
ターゲットは食品・飲料産業で，特に乳製品，果実飲料，
有機飲料，アイソトニック飲料を狙う。
 （ＰＰ：2017年10月号）

《女性向けの植物由来プロテイン飲料》
　米国Après社は，植物由来のタンパク質を数種類配合し
て栄養価を高めたプロテイン飲料「APRÈS」を2017年11月
に発売した。
　同品は，健康志向のプ
ロテインユーザーで，特
に女性ユーザーの栄養補
給向けに開発された。同
社は，消費者の協力を得
たうえで，１年以上かけ
て製品開発に取り組んだ。
その結果，タンパク質と
他の素材をバランス良く配合することで単なるプロテイン
シェイクではない健康的に栄養補給が可能な製品を開発で
きたという。
　「APRÈS」は，有機エンドウ豆・チアシード・カカオ・ヘ
ンプシード由来のプロテインを13ｇ配合し，引き締まった
体型作りなどに効果的な必須アミノ酸を全種摂取できるよ
うに設計した。また，持続性の高いエネルギーとなる有機
バージンココナツオイルや，電解質が豊富なココナツウォ
ーターを加えている。非遺伝子組換え認証を取得した同品
は，乳製品・グルテン・大豆フリーで，ビーガンやコーシ
ャに対応している。ラインアップは「Mint Cacao」「Sea 
Salt Chocolate」「Chai Spiced Vanilla」の３種。内容量
11oz（325ml），容器はTetra Pak供給のドリームキャップ
付きプリズマ紙容器。販売はオンラインショップで，価格
は６本パック34.5ドル（約3,600円）。

《コーヒーの代替に抹茶飲料を提案》
　近年，抹茶の需要が世界的に増えている。抗酸化成分や
アミノ酸，クロロフィル，ビタミン類など茶葉の栄養を余
すことなく摂取できる健康価値の高さが主な理由で，現在
ではスーパーフードの一つとして認識されている。
　英国Kineta Drinks社は，パフォーマンスや集中力の向
上を訴求する抹茶飲料「Matcha」を2017年８月に新発売し
た。抹茶に含まれるカフェインはコーヒー等と比較してゆ
っくりと体内に吸収されることから長時間の活力維持に効
果的として，同社はコーヒーやエナジードリンクのヘビー
ユーザーに向けて健康的な代替飲料として提案している。
　原材料には愛知県西尾市から調達した有機抹茶のほか，
同社所在地であるデヴォン州の湧水や果汁を使用した。ラ
インアップは「Green Apple」「Sicilian Lemon」「Peruvian 
Ginger」の３種。１本あたり抹茶を１g使用し，99kcal未
満に抑えている。人工着色料，保存料，添加物は不使用。
容器は内容量240mlのガラスびん。

「MultiStage」を導入している（①製造能力33,000L/h・冷却
能力450kW，②48,000L/h・1,100kW，③78,000L/h・2,200
kW）。このシステムはヒートポンプの役割を果たすこと
が可能で，カーボネーション前に熱を回収して50℃までの
湯を生成できる。同工場では充填後の結露防止システムで
活用するという。
　「Ecodry System」の各装置はモジュラー設計で，プラ
グ＆プレイ技術を採用している。環境面では従来システム
と比較して，カーボンフットプリントを40％削減した。ま
た冷却における水の使用量を95％減らしたことなどから，
30％のコスト削減を実現したという。さらにグリコールの
使用量を90％減らしており，アンモニアは不使用という。
 （ＰＰ：2017年10月号）

毎月の海外ニュース
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工場リポート アサヒ飲料株式会社 北陸工場
遠隔地工場の使命と独自の進化

日本盛株式会社
ボトル缶で清酒市場を革新する

株式会社エフピコ
リサイクルが競争優位性を創造する

ジャパンフードテック株式会社
商品開発を裏側から支えるテストパックプラント

コカ・コーラ ボトラーズジャパン株式会社
コーヒー戦略とボトル缶製造の最前線

富士ミネラルウォーター株式会社
多品種少量の最新マルチ製造ライン

新タイプの除臭洗浄添加剤「FRC 700」
エコラボ合同会社

スウェーデン発，飲料向け軟包装容器への挑戦
Ecolean

排水処理設備の老朽化問題とリノベーションによる
延命化＋機能向上
住友重機械エンバイロメント株式会社

進化する外包装，飲料産業での活用法
レンゴー／レンゴー・リバーウッド・パッケージング

FOOMA JAPAN 2018
アジア最大級の“食の技術”の総合展

技術・機器・
新素材

展示会リポート

最新の工場取材リポート、

また最新技術・機器関連を寄稿などでご紹介しています。

2017年～2018年にご好評いただいたものの一部です。
最新の技術、充填ラインや
製造工場を詳細にリポート。
最新の飲料原料事情や技術・機器、
展示会レポートなどを掲載。

製造技術・素材・
工場リポート

見本誌１冊差し上げます。お申し込みはこちらから→
http://www.beverage-j.co.jp/dj_mihon.html20 21



毎月の飲料産業のニュース、最新の統計資料に加え、

年に２回新発売品の一覧表などを掲載しています。

その他特集内容に沿った統計資料・一覧表などを

掲載しています。

飲料産業関連のニュースの紹介
と解説を毎月掲載。
飲料関連20種以上の最新統計
資料も掲載。

統計資料・
産業ニュース

見本誌１冊差し上げます。お申し込みはこちらから→
http://www.beverage-j.co.jp/dj_mihon.html22 23



見本誌１冊を無料で差し上げます！
飲料総合専門誌ビバリッジ ジャパンに興味をもっていただきありがとうございます。

ぜひ一度、本誌をご覧ください。お申し込みはホームページまたはFAXからどうぞ！

会社名

部署名 役職

氏名

住所

TEL

名刺貼付
またはご記入ください

FAX 03-3989-8727

左欄に名刺を貼っていただくか

必要事項をご記入の上、FAX送信

してください。

〒171-0022 東京都豊島区南池袋 2-29-12
TEL：03-3989-8707        FAX：03-3989-8727  www.beverage-j.co.jp

ビバリッジ ジャパンは書店でお求めいただけません。読者の方に直接お届けいたします！

今すぐ定期購読をご希望の方はホームページ、またはお電話で。

バックナンバーのご紹介

定期購読のお申し込み

■ 発行回数：月刊・毎月28日発行（年間12回）
■ 判　   型：A4／約100頁（カラー・モノクロ）
■ 販売方法：国内：直販のみ
 海外：指定代理店経由

1年間（12冊） 本体 38,400円＋ 送料1,200円＋消費税

　1冊（4,500円）ごとの購入より年間で15,600円お得です！

定期購読料

1冊 本体 4,500円＋ 送料140円＋消費税バックナンバー

⇦

弊社のホームページでは、飲料総合専門誌ビバリッジ ジャパンのバックナンバーの掲載内容をご覧いただけます。

一部立ち読みも可能です。また、ご注文も承っております。

http://www.beverage-j.co.jp/dj_mihon.html

ホームページの見本誌申し込み専用フォームより、お申し込みください。

「定期購読申込みページ」よりお申込みください。

「バックナンバー案内」をご覧ください

http://www.beverage-j.co.jp

http://www.beverage-j.co.jp

ホームページ 03-3989-8707お電話
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